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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２つのアンテナと、
　複数の受信器処理機能であって、該複数の受信器処理機能は、単一の信号を処理するた
めの少なくとも１つの受信器処理機能と、少なくとも２つの信号を処理するための少なく
とも１つの受信器処理機能とを含んでいる、複数の受信器処理機能と、
　ａ）各アンテナによって受信された各信号の電力を決定し、かつ各信号の該電力を別の
各信号の電力と比較して、該信号の該電力における不均衡の尺度を決定するように動作可
能なブランチ電力検出器、および、ｂ）該２つのアンテナ上で受信された信号の間の相関
を決定するように動作可能な相関検出器のうち少なくとも一方と
　を備えた受信器であって、
　該受信器は、閾値と比較したときの該信号の該電力における該不均衡の尺度および別の
閾値と比較したときの該相関のうちの少なくとも１つを考慮することによって、１つの受
信器処理機能を選択するように動作可能であり、
　該受信器は、（ｉ）該信号の該電力における該不均衡の尺度が該閾値を上回るとき、お
よび、（ｉｉ）該相関が該別の閾値を上回るとき、のうちの少なくとも一方の場合におい
て、該少なくとも２つの信号を処理するための該受信器処理機能を除外することによって
、該１つの受信器処理機能を選択するように動作可能である、受信器。
【請求項２】
　前記受信器は、変調のタイプの関数として、前記受信器処理機能のうちの少なくとも１
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つの受信器処理機能を除外することによって、前記１つの受信器処理機能を選択するよう
にさらに動作可能である、請求項１に記載の受信器。
【請求項３】
　前記受信器は、変調のタイプの関数として、前記複数の受信器処理機能のうちの第１お
よび第２の受信器処理機能から選択することによって、前記１つの受信器処理機能を選択
するようにさらに動作可能であり、該選択は、
　該変調のタイプが８－ＰＳＫであるときに、該第１の受信器処理機能を選択することと
、
　該変調のタイプがＧＭＳＫであるときに、該第２の受信器処理機能を選択することと
　によってなされる、請求項２に記載の受信器。
【請求項４】
　前記受信器は、受信器処理機能に対する処理利得の関数として、前記複数の受信器処理
機能のうちの受信器処理機能を除外することによって、前記１つの受信器処理機能を選択
するようにさらに動作可能である、請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の受信器。
【請求項５】
　前記受信器は、受信器処理機能に対する処理利得の関数として、前記複数の受信器処理
機能のうちの受信器処理機能を除外することによって、前記１つの受信器処理機能を選択
するようにさらに動作可能であり、該選択は、
　該複数の受信器処理機能のうちの第１および第２の受信器処理機能のうちの１つに対す
る処理利得を決定することと、
　該決定された処理利得が閾値を下回る場合に、該第１および第２の受信器処理機能のう
ちの１つを除外することと
　によってなされる、請求項４に記載の受信器。
【請求項６】
　前記受信器処理機能のうちの少なくとも２つを用いることによって、受信器処理を実行
することと、
　該少なくとも２つの受信器処理機能の各々の出力にそれぞれの等化を実行して、それぞ
れの等化された出力を生成することと、
　各等化された出力に対する品質の尺度を決定することと、
　該品質の尺度にしたがって、前記１つの受信器処理機能を選択することと
　によって、前記１つの受信器処理機能を選択するようにさらに動作可能である、請求項
１～請求項５のいずれか一項に記載の受信器。
【請求項７】
　前記品質の尺度は、低信頼軟判定カウント（ＵＳＤＣ）である、請求項６に記載の受信
器。
【請求項８】
　前記複数の受信器処理機能は、
　１つの８ＰＳＫ信号または１つのＧＭＳＫ信号を処理するための受信器処理機能と、
　単一アンテナ干渉キャンセレーションを用いて、１つのＧＭＳＫ信号を処理するための
受信器処理機能と、
　２つのＧＭＳＫ信号または２つの８ＰＳＫ信号を処理するための少なくとも１つの受信
器処理機能と
　を含んでいる、請求項１～請求項７のいずれか一項に記載の受信器。
【請求項９】
　１つの８ＰＳＫ信号または１つのＧＭＳＫ信号を処理するための前記受信器処理機能は
、レガシー受信器処理機能を含んでおり、
　単一アンテナ干渉キャンセレーションを用いて、１つのＧＭＳＫ信号を処理するための
前記受信器処理機能は、ＤＡＲＰ－Ｉ受信器処理機能を含んでおり、
　２つのＧＭＳＫ信号または２つの８ＰＳＫ信号を処理するための前記少なくとも１つの
受信器処理機能は、ＭＳＲＤ受信器処理機能を含んでいる、請求項８に記載の受信器。



(3) JP 4959595 B2 2012.6.27

10

20

30

40

50

【請求項１０】
　２つのＧＭＳＫ信号または２つの８ＰＳＫ信号を処理するための前記少なくとも１つの
受信器処理機能は、該２つのＧＭＳＫ信号または２つの８ＰＳＫ信号を処理するための２
つ以上のレガシー受信器処理機能と、該２つのレガシー受信器処理機能の出力を結合する
ための結合器とをさらに含んでいる、請求項９に記載の受信器。
【請求項１１】
　請求項１～請求項１０のいずれか一項に記載の受信器を含む、モバイルデバイス。
【請求項１２】
　２つのアンテナの各々の上でそれぞれの信号を受信することと、
　各信号の電力を決定し、各信号の該電力を別の各信号の電力と比較して、該信号の該電
力における不均衡の尺度を決定することと、
　該信号の間の相関を決定することと、
　閾値と比較したときの該信号の該電力における不均衡の尺度および別の閾値と比較した
ときの該相関のうちの少なくとも１つを考慮することによって、複数の受信器処理機能か
ら１つの受信器処理機能を選択することであって、該複数の受信器処理機能は、単一の信
号を処理するための少なくとも１つの受信器処理機能と、少なくとも２つの信号を処理す
るための少なくとも１つの受信器処理機能とを含んでおり、該１つの受信器処理機能を選
択することは、（ｉ）該信号の該電力における該不均衡の尺度が該閾値を上回るとき、お
よび、（ｉｉ）該相関が該別の閾値を上回るとき、のうちの少なくとも一方の場合におい
て、該少なくとも２つの信号を処理するための該受信器処理機能を除外することによって
、該１つの受信器処理機能を選択するように動作可能である、ことと、
　該選択された受信器処理機能を用いて、出力を生成することと
　を包含する、方法。
【請求項１３】
　前記１つの受信器処理機能を選択することは、
　変調のタイプの関数として、前記複数の受信器処理機能のうちの少なくとも１つの受信
器処理機能を除外することによって、前記１つの受信器処理機能を選択すること
　をさらに含んでいる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記１つの受信器処理機能を選択することは、
　前記複数の受信器処理機能のうちの１つを実行して、該受信器処理機能によってもたら
される処理利得を決定することと、
　受信器処理機能に対する処理利得の関数として、該複数の受信器処理機能のうちの受信
器処理機能を除外することによって、前記１つの受信器処理機能を選択することと
　をさらに含んでいる、請求項１２または請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記１つの受信器処理機能を選択することは、
　前記受信器処理機能のうちの少なくとも２つを用いることによって、受信器処理を実行
することと、
　該少なくとも２つの受信器処理機能の各々の出力にそれぞれの等化を実行して、それぞ
れの等化された出力を生成することと、
　各等化された出力に対して品質の尺度を決定することと、
　該品質の尺度にしたがって、前記１つの受信器処理機能を選択することと
　をさらに含んでいる、請求項１２～請求項１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記品質の尺度を決定することは、低信頼軟判定カウント（ＵＳＤＣ）を決定すること
を含んでいる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　さらにａ）前記受信器処理機能のうちの１つ以上から生じる処理利得、ｂ）少なくとも
２つの受信器処理機能の等化された出力の等化品質のうちのいずれか１つの関数、または
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これらの組み合わせの関数として、前記１つの受信器処理機能を選択することをさらに含
んでいる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　前記複数の受信器処理機能は、ディローテーション、チャネル評価、および整合フィル
タリングのうちの少なくとも１つのための手段を含んでおり、前記受信器は、
　前記２つのアンテナから該複数の受信器処理機能の第１のサブセットに信号を提供する
ための第１のスイッチ、および該２つのアンテナから該複数の受信器処理機能の第２のサ
ブセットに信号を提供するための第２のスイッチであって、該第１および第２のスイッチ
は、前記ブランチ電力検出器および相関検出器のうちの少なくとも１つに応答する、第１
および第２のスイッチと、
　該２つのアンテナの各々から、該第１および第２のスイッチへの、ならびに該ブランチ
電力検出器および相関検出器のうちの少なくとも１つへの、信号経路と、
　該第１のスイッチの出力に接続され、該ブランチ電力検出器および相関検出器のうちの
少なくとも１つに応答する、第１の信号結合器と
　をさらに含んでおり、
　該受信器は、該第１および第２のスイッチのうちの少なくとも１つを用いることにより
、受信器処理機能を選択し、該ブランチ電力検出器および相関検出器のうちの少なくとも
１つに応答して、該２つのアンテナの各々から受信された信号を、該複数の受信器処理機
能のうちの少なくとも１つに提供するように動作可能であり、
　前記複数の受信器処理機能の該第１のサブセットは、レガシー受信器処理機能およびダ
ウンリンクアドバンスドレシーバパフォーマンス「ＤＡＲＰ－１」受信器処理機能を含ん
でおり、前記複数の受信器処理機能の該第２のサブセットは、モバイルステーションレセ
プションダイバーシティ「ＭＳＲＤ」受信器処理機能および少なくとも２つのレガシー受
信器処理機能を含んでおり、該少なくとも２つのレガシー受信器処理機能の各々は出力を
有しており、該少なくとも２つのレガシー受信器処理機能の各々の出力は、第２の信号結
合器によって結合される、請求項１に記載の受信器。
【請求項１９】
　第１の複数のスイッチであって、該第１の複数のスイッチのうちの各スイッチは、前記
複数の受信器処理機能の第１のサブセットのうちの１つの出力に接続されている、第１の
複数のスイッチと、
　第２の複数のスイッチであって、該第２の複数のスイッチのうちの各スイッチは、前記
ＭＳＲＤ受信器処理機能および前記第２の信号結合器のうちの１つの出力に接続されてい
る、第２の複数のスイッチと
　をさらに含んでおり、
　該第１の複数のスイッチのうちの各スイッチは、前記ＤＡＲＰ－１受信器処理機能の出
力に応答し、
　該第２の複数のスイッチのうちの各スイッチは、該ＭＳＲＤ受信器処理機能の出力に応
答し、
　前記受信器は、該第１の複数のスイッチおよび該第２の複数のスイッチのうちの少なく
とも１つのスイッチを用いることによって、受信器処理機能を選択し、該ＤＡＲＰ－１受
信器処理機能の出力および該ＭＳＲＤ受信器処理機能の出力のうちの少なくとも１つに応
答して、該複数の受信器処理機能のうちの少なくとも１つの出力の選択を制御するように
動作可能である、請求項１８に記載の受信器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（本出願の分野）
　本出願は、マルチモード能力を有する受信器に関し、特に、単一アンテナモードおよび
複数アンテナモードを含む受信器に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　（背景）
　ＧＳＭ／ＥＤＧＥ無線アクセスネットワーク（ＧＥＲＡＮ）の絶え間ない進化の一部と
して、レガシーＧＳＭ／ＥＤＧＥ受信器は、３ＧＰＰによって標準化されているダウンリ
ンクアドバンスドレシーバパフォーマンス（ＤＡＲＰ）技術によって、機能強化されてき
た。
【０００３】
　いわゆるレガシー受信器は、１つのアンテナの受信器であり、これは、８ＰＳＫ（８位
相シフトキーイング）変調およびＧＭＳＫ（ガウシアン最小シフトキーイング）変調に適
合する。
【０００４】
　進歩した技術のうちの１つは、単一アンテナ干渉キャンセレーション（ＳＡＩＣ）と称
される。これは、既に３ＧＰＰ　ＴＳ　４５．００５標準で、いわゆるＤＡＲＰ－Ｉ受信
器に実装されてきた。このアプローチは、ＧＭＳＫ変調（ガウシアン最小シフトキーイン
グ）変調のみに適合する。ＲＦ受信チェーン（ｒｅｃｅｉｖｅ　ｃｈａｉｎ）は、単一の
アンテナを特徴とするレガシー受信器におけるものと実質的に同じである。しかしながら
、実際には唯１つの物理アンテナしか存在しないので、受信器が複数のアンテナ（仮想ア
ンテナと称される）を有しているように見せるために、一部の進歩した信号処理技術が用
いられる。これは、受信された信号をオーバーサンプリングすることによって、部分的に
達成される。より具体的には、受信されたシンボルごとに、ただ１つではなく２つのサン
プルが取られる。
【０００５】
　これらの技術のうちの別のものは、モバイルステーションレセプションダイバーシティ
（ＭＳＲＤ）と称されるものであり、これは、標準化の最終段階におけるものである。こ
のアプローチは、２つの受信アンテナを使用し、８－ＰＳＫ変調およびＧＭＳＫ変調の両
方に適合する。オーバーサンプリングもまた、このアプローチと共に実行され得る。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（概要）
　１つの広い局面にしたがうと、本出願は受信器を提供し、この受信器は：２つのアンテ
ナと；複数の受信器処理機能であって、この複数の受信器処理機能は、２つのアンテナの
うちの１つのアンテナを介して受信された信号を処理するための、少なくとも１つの受信
器処理機能と、２つのアンテナを介して受信された信号を処理するための、少なくとも１
つの受信器処理機能とを含んでいる、複数の受信器処理機能と；ａ）各アンテナによって
受信された各信号の電力を決定し、かつ各信号の該電力を比較して、該信号の該電力にお
ける不均衡が存在するかどうかを決定するように動作可能な、ブランチ電力検出器；およ
び／またはｂ）２つのアンテナ上で受信された信号の間の相関を決定するように動作可能
な相関検出器と、を備えた受信器であって；この受信器は、信号の電力における不均衡お
よび相関のうちの少なくとも１つを考慮することによって、受信器処理機能を選択するよ
うに動作可能である。
【０００７】
　別の広い局面にしたがうと、本出願は方法を提供し、この方法は：複数のアンテナの各
々の上でそれぞれの信号を受信することと；各信号の電力を決定することと；信号の間の
相関を決定することと；信号の電力における不均衡および相関のうちの少なくとも１つを
考慮することによって、複数の受信器処理機能から受信器処理機能を選択することであっ
て、少なくとも１つの受信器処理機能は、複数のアンテナのうちの１つのアンテナを介し
て受信した信号を処理するためのものであり、かつ少なくとも１つの受信器処理機能は、
複数のアンテナのうちの少なくとも２つを介して受信した信号を処理するためのものであ
る、ことと；選択された受信器処理機能を用いて、出力を生成することと、を包含する。
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【０００８】
　本発明は、さらに以下の手段を提供する。
【０００９】
　（項目１）　
　２つのアンテナと、
　複数の受信器処理機能であって、該複数の受信器処理機能は、該２つのアンテナのうち
の１つのアンテナを介して受信された信号を処理するための、少なくとも１つの受信器処
理機能と、該２つのアンテナを介して受信された信号を処理するための、少なくとも１つ
の受信器処理機能とを含んでいる、複数の受信器処理機能と、
　ａ）各アンテナによって受信された各信号の電力を決定し、かつ各信号の該電力を比較
して、該信号の該電力における不均衡が存在するかどうかを決定するように動作可能な、
ブランチ電力検出器、および／または
　ｂ）該２つのアンテナ上で受信された信号の間の相関を決定するように動作可能な相関
検出器と
　を備えた受信器であって、
　該受信器は、該信号の該電力における該不均衡および該相関のうちの少なくとも１つを
考慮することによって、受信器処理機能を選択するように動作可能である、受信器。
【００１０】
　（項目２）　
　上記受信器は、上記不均衡が閾値を上回るときに、上記受信器処理機能のうちの少なく
とも１つを除外することによって、上記選択された受信器処理機能を選択するように動作
可能である、項目１に記載の受信器。
【００１１】
　（項目３）　
　上記受信器は、上記相関が閾値を上回るときに、上記受信器処理機能のうちの少なくと
も１つを除外することによって、上記選択された受信器処理機能を選択するように動作可
能である、項目１に記載の受信器。
【００１２】
　（項目４）　
　上記受信器は、上記不均衡が閾値を上回るときに、上記受信器処理機能のうちの少なく
とも１つを除外し、かつ上記相関が閾値を上回るときに、該受信器処理機能のうちの少な
くとも１つを除外することによって、上記選択された受信器処理機能を選択するように動
作可能である、項目１に記載の受信器。
【００１３】
　（項目５）　
　上記受信器は、変調のタイプの関数として、少なくとも１つの受信器処理機能を除外す
ることによって、上記選択された受信器処理機能を選択するようにさらに動作可能である
、項目１～項目４のいずれか一項に記載の受信器。
【００１４】
　（項目６）　
　上記受信器は、変調のタイプの関数として、上記複数の受信器処理機能のうちの第１お
よび第２の受信器処理機能から選択することによって、上記選択された受信器処理機能を
選択するようにさらに動作可能であり、該選択は、
　該変調のタイプが８－ＰＳＫであるときに、該第１の受信器処理機能を選択することと
、
　該変調のタイプがＧＭＳＫであるときに、該第２の受信器処理機能を選択することと
　によってなされる、項目５に記載の受信器。
【００１５】
　（項目７）　
　上記受信器は、上記受信器処理機能に対する処理利得の関数として、上記複数の受信器



(7) JP 4959595 B2 2012.6.27

10

20

30

40

50

処理機能のうちの受信器処理機能を除外することによって、上記選択された受信器処理機
能を選択するようにさらに動作可能である、項目１～項目６のいずれか一項に記載の受信
器。
【００１６】
　（項目８）　
　上記受信器は、上記受信器処理機能に対する処理利得の関数として、上記複数の受信器
処理機能のうちの受信器処理機能を除外することによって、上記選択された受信器処理機
能を選択するようにさらに動作可能であり、該選択は、
　該複数の受信器処理機能のうちの第１および第２の受信器処理機能のうちの１つに対す
る処理利得を決定することと、
　該決定された処理利得が閾値を下回る場合に、該第１および第２の受信器処理機能のう
ちの１つを除外することと
　によってなされる、項目７に記載の受信器。
【００１７】
　（項目９）　
　上記受信器処理機能のうちの少なくとも２つを用いることによって、受信器処理を実行
することと、
　該少なくとも２つの受信器処理機能の各々の出力にそれぞれの等化を実行して、それぞ
れの等化された出力を生成することと、
　各等化された出力に対する品質の尺度を決定することと、
　該品質の尺度にしたがって、上記選択された受信器処理機能を選択することと
　によって、上記選択された受信器処理機能を選択するようにさらに動作可能である、項
目１～項目８のいずれか一項に記載の受信器。
【００１８】
　（項目１０）　
　上記品質の尺度は、低信頼軟判定カウント（ＵＳＤＣ）である、項目９に記載の受信器
。
【００１９】
　（項目１１）　
　上記複数の受信器処理機能は、
　１つの８ＰＳＫ信号または１つのＧＭＳＫ信号を処理するための受信器処理機能と、
　単一アンテナ干渉キャンセレーションを用いて、１つのＧＭＳＫ信号を処理するための
受信器処理機能と、
　２つのＧＭＳＫ信号または２つの８ＰＳＫ信号を処理するための少なくとも１つの受信
器処理機能と
　を含んでいる、項目１～項目１０のいずれか一項に記載の受信器。
【００２０】
　（項目１２）　
　１つの８ＰＳＫ信号または１つのＧＭＳＫ信号を処理するための上記受信器処理機能は
、レガシー受信器処理機能を含んでおり、
　単一アンテナ干渉キャンセレーションを用いて、１つのＧＭＳＫ信号を処理するための
上記受信器処理機能は、ＤＡＲＰ－Ｉ受信器処理機能を含んでおり、
　２つのＧＭＳＫ信号または２つの８ＰＳＫ信号を処理するための上記少なくとも１つの
受信器処理機能は、ＭＳＲＤ受信器処理機能を含んでいる、項目１１に記載の受信器。
【００２１】
　（項目１３）　
　２つのＧＭＳＫ信号または２つの８ＰＳＫ信号を処理するための上記少なくとも１つの
受信器処理機能は、該２つのＧＭＳＫ信号または２つの８ＰＳＫ信号を処理するための２
つ以上のレガシー受信器処理機能と、該２つのレガシー受信器処理機能の出力を結合する
ための結合器とをさらに含んでいる、項目１２に記載の受信器。
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【００２２】
　（項目１４）　
　項目１～項目１３のいずれか一項に記載の受信器を含む、モバイルデバイス。
【００２３】
　（項目１５）　
　複数のアンテナの各々の上でそれぞれの信号を受信することと、
　各信号の電力を決定することと、
　該信号の間の相関を決定することと、
　該信号の該電力における不均衡および該相関のうちの少なくとも１つを考慮することに
よって、複数の受信器処理機能から受信器処理機能を選択することであって、少なくとも
１つの受信器処理機能は、該複数のアンテナのうちの１つのアンテナを介して受信した信
号を処理するためのものであり、かつ少なくとも１つの受信器処理機能は、該複数のアン
テナのうちの少なくとも２つを介して受信された信号を処理するためのものである、こと
と、
　該選択された受信器処理機能を用いて、出力を生成することと
　を包含する、方法。
【００２４】
　（項目１６）　
　複数のアンテナのうちの各々の上でそれぞれの信号を受信することは、
　２つのアンテナの各々の上でそれぞれの信号を受信すること
　を含んでいる、項目１５に記載の方法。
【００２５】
　（項目１７）　
　上記選択された受信器処理機能を選択することは、
　変調のタイプの関数として、少なくとも１つの受信器処理機能を除外することによって
、上記選択された受信器処理機能を選択すること
　をさらに含んでいる、項目１６に記載の方法。
【００２６】
　（項目１８）　
　上記選択された受信器処理機能を選択することは、
　上記複数の受信器処理機能のうちの１つを実行して、該受信器処理機能によってもたら
される処理利得を決定することと、
　該受信器処理機能に対する処理利得の関数として、該複数の受信器処理機能のうちの受
信器処理機能を除外することによって、上記選択された受信器処理機能を選択することと
　をさらに含んでいる、項目１６に記載の方法。
【００２７】
　（項目１９）　
　上記選択された受信器処理機能を選択することは、
　上記受信器処理機能のうちの少なくとも２つを用いることによって、受信器処理を実行
することと、
　該少なくとも２つの受信器処理機能の各々の出力にそれぞれの等化を実行して、それぞ
れの等化された出力を生成することと、
　各等化された出力に対して品質の尺度を決定することと、
　該品質の尺度にしたがって、上記選択された受信器処理機能を選択することと
　をさらに含んでいる、項目１６に記載の方法。
【００２８】
　（項目２０）　
　品質の尺度を決定することは、低信頼軟判定カウント（ＵＳＤＣ）を決定することを含
んでいる、項目１９に記載の方法。
【００２９】
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　（項目２１）　
　アンテナの間の相関および／または利得の不均衡と、
　ａ）上記受信器処理機能のうちの１つ以上から生じる処理利得、
　ｂ）少なくとも２つの受信器処理機能の等化された出力の等化品質
　のうちのいずれか１つ、またはこれらの組み合わせとの関数として、上記複数の受信器
処理機能から受信器処理機能を選択する、項目１６に記載の方法。
【００３０】
　（項目２２）　
　上記複数の受信器処理機能は、ディローテーション、チャネル評価、および整合フィル
タリングのうちの少なくとも１つのための手段を含んでおり、上記受信器は、
　上記２つのアンテナから該複数の受信器処理機能の第１のサブセットに信号を提供する
ための第１のスイッチ、および該２つのアンテナから該複数の受信器処理機能の第２のサ
ブセットに信号を提供するための第２のスイッチであって、該第１および第２のスイッチ
は、上記ブランチ電力検出器および相関検出器のうちの少なくとも１つに応答する、第１
および第２のスイッチと、
　該２つのアンテナの各々から、該第１および第２のスイッチへの、ならびに該ブランチ
電力検出器および相関検出器のうちの少なくとも１つへの、信号経路と、
　該第１のスイッチの出力に接続され、該ブランチ電力検出器および相関検出器のうちの
少なくとも１つに応答する、第１の信号結合器と
　をさらに含んでおり、
　該受信器は、該第１および第２のスイッチのうちの少なくとも１つを用いることにより
、受信器処理機能を選択し、該ブランチ電力検出器および相関検出器のうちの少なくとも
１つに応答して、該２つのアンテナの各々から受信された信号を、該複数の受信器処理機
能のうちの少なくとも１つに提供するように動作可能であり、
　上記複数の受信器処理機能の該第１のサブセットは、レガシー受信器処理機能およびダ
ウンリンクアドバンスドレシーバパフォーマンス「ＤＡＲＰ－１」受信器処理機能を含ん
でおり、上記複数の受信器処理機能の該第２のサブセットは、モバイルステーションレセ
プションダイバーシティ「ＭＳＲＤ」受信器処理機能および少なくとも２つのレガシー受
信器処理機能を含んでおり、各々は出力を有しており、少なくとも２つの出力は、第２の
信号結合器によって結合される、項目１に記載の受信器。
【００３１】
　（項目２３）　
　第１の複数のスイッチであって、各スイッチは、上記複数の受信器処理機能の第１のサ
ブセットのうちの１つの出力に接続されている、第１の複数のスイッチと、
　第２の複数のスイッチであって、各スイッチは、上記ＭＳＲＤ受信器処理機能および上
記第２の結合器のうちの１つの出力に接続されている、第２の複数のスイッチと
　をさらに含んでおり、
　該第１の複数のスイッチのうちの各スイッチは、上記ＤＡＲＰ－１受信器処理機能の出
力に応答し、
　該第２の複数のスイッチのうちの各スイッチは、該ＭＳＲＤ受信器処理機能の出力に応
答し、
　上記受信器は、該第１の複数のスイッチおよび該第２の複数のスイッチのうちの少なく
とも１つのスイッチを用いることによって、受信器処理機能を選択し、該ＤＡＲＰ－１受
信器処理機能の出力および該ＭＳＲＤ受信器処理機能の出力のうちの少なくとも１つに応
答して、該複数の受信器処理機能のうちの少なくとも１つの出力の選択を制御するように
動作可能である、項目２２に記載の受信器。
【００３２】
　（摘要）
　受信器および方法が提供され、これらは、複数のアンテナからの信号を処理するための
複数のモードを含む。これらは、レガシー、ＳＡＩＣ（単一アンテナ干渉キャンセレーシ
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ョン）、およびＭＳＲＤを含む。適切な受信器処理機能を選択するために、様々な方法が
提供される。これらは、アンテナの間の相関および利得の不均衡を観察すること、受信器
処理機能のうちの１つ以上から生じる処理利得を観察すること、および少なくとも２つの
受信器処理機能の等化品質を観察することを含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　ここで、図面を参照して、実施形態が記載される。
【００３４】
　（実施形態の詳細な説明）
　進歩した技術（ＤＡＲＰ－ＩおよびＭＳＲＤ）は、それら固有の限界を有しており、常
にレガシー受信器よりも顕著に良好に実行するわけではない。加えて、ＤＡＲＰ－Ｉ受信
器処理機能およびＭＳＲＤ受信器の処理機能は、常に等しく良好に実行するわけではない
。
【００３５】
　特に、ＤＡＲＰ－Ｉ受信器は、ＧＭＳＫ変調に対してのみ機能し、これは、干渉が支配
的であるシナリオにおいて、良好に機能する。実際に、ＡＷＧＮ（加法性白色ガウシアン
ノイズ）が支配的である状況において、ＤＡＲＰ－Ｉ受信器は、レガシー受信器よりも損
失を生じる。
【００３６】
　ＭＳＲＤ受信器は、２つの受信アンテナに頼る。これは、２つのアンテナの利得が均衡
しており、無相関化されているときに、良好に機能する。２つのアンテナが非常に不均衡
なときに（例えば、これらのうちの１つが、故障しているときに）、または深く相関して
いるときに、それらの性能は、レガシー受信器またはＤＡＲＰ－Ｉ受信器の性能よりも悪
くなる。
【００３７】
　特定のシナリオに対して最良の潜在的性能を有する受信器処理機能を選択する、受信器
に内蔵される一連の広範な技術が、提供される。これらの技術は、バーストごとに適用さ
れ得る。
【００３８】
　（フロントエンドの電力不均衡の決定および相関検出器）
　一部の実施形態において、受信器のフロントにおいて、多くのことがなされる前に、Ｍ
ＳＲＤ受信器が適切であるかどうかを識別するために、２つの受信アンテナ上で受信され
た信号が処理される。より具体的には、以下のうちの１つまたは両方が実行される：
　Ａ）非常に不均衡なアンテナの状況を識別するために、２つのアンテナの間の不均衡の
尺度として、各アンテナの受信電力が決定される。
【００３９】
　Ｂ）深く相関しているアンテナの状況を識別するために、２つのアンテナ上で受信され
た信号の間の相関係数が計算される。
【００４０】
　相関係数および／または不均衡は、ＭＳＲＤ受信器をディセーブルにするかどうかを決
定するために、処理される。特定の実施例において、利得の不均衡（例えば、２つのアン
テナ上で受信された電力の間の比によって測定される）が、第１の閾値よりも大きいとき
に、ＭＳＲＤ受信器はディセーブルにされる。別の実施例において、相関係数が第２の閾
値を上回るときに、ＭＳＲＤ受信器はディセーブルにされ得る。
【００４１】
　より一般的には、２つ以上のアンテナが存在し得る。受信電力および／または相関係数
は、複数の受信器処理機能ののうちの１つのから選択するために、かつ／またはアンテナ
のうちの１つおよび／または受信器処理機能の全てから選択するために、またはアンテナ
および／または受信器処理機能の特定のサブセットを選択するために、使用され得る。特
に、複数のアンテナ信号を処理する任意の受信器処理機能であって、良い結果を達成する
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ために、利得の均衡および／低い相関に頼る、任意の受信器処理機能を除外することに、
使用され得る。
【００４２】
　（変調フォーマットに基づく受信器処理機能の選択）
　一部の実施形態において、ＭＳＲＤ受信器が選択されないとき、ＤＡＲＰ－Ｉ受信器ま
たはレガシー受信器のうちの１つが、変調フォーマットに依存して作動され得る。特定の
実施例において、レガシー受信器は、８－ＰＳＫ変調に対して選択され、ＤＡＲＰ－Ｉ受
信器は、ＧＭＳＫ変調に対して選択される。
【００４３】
　より一般的には、受信信号が複数の異なる変調フォーマットのうちの１つを有し得る場
合に、変調フォーマットが、受信器処理機能のうちの１つ以上を選択または除外するため
に使用され得る。
【００４４】
　（処理利得比較）
　ＤＡＲＰ受信器およびＭＳＲＤ受信器の両方は、チャネル等化の前に、適応可能な空間
・時間２－Ｄフィルタを有している。例えば、以下で記載される図３および図４を参照さ
れたい。空間・時間２－Ｄフィルタの入力の信号対ノイズ比（ＳＮＲ）および出力のＳＮ
Ｒ比は、フィルタに対する尺度（ｄＢ単位）として決定される。フィルタリング利得は、
出力のＳＮＲと入力のＳＮＲとの間の差である。この差は、ＤＡＲＰ－Ｉ受信器またはＭ
ＳＲＤ受信器によって導入された性能の改善の尺度である。
【００４５】
　ＤＡＲＰ－Ｉ受信器処理機能またはＭＳＲＤ受信器処理機能の出力は、このフィルタリ
ング利得の関数として、レガシー受信器処理機能の出力のために除外されたり、選択され
たりし得る。例えば、レガシー受信器処理機能の出力は、利得が閾値よりも低い場合に、
選択され得る。
【００４６】
　ＤＡＲＰ－Ｉ受信器処理機能がイネーブルにされたと仮定すると、ＤＡＲＰ受信器処理
機能は、干渉が支配的な状況とは対照的に、ＡＷＧＮが支配的な状況において、不十分に
実行し得る。ＡＷＧＮ条件は、不十分なフィルタ利得、およびその後のレガシー受信器処
理機能の出力の選択につながり得る。一般に、低いフィルタリング利得は、不十分な性能
を反映し得る。不十分な性能の原因を知っている必要はないが、当然ながら、不十分な性
能は、ＡＷＧＮ条件に起因し得る。
【００４７】
　加えて、このアプローチは、ＭＳＲＤ受信器処理機能の選択／除外のための、サイド情
報を提供するために用いられ得る。より具体的には、一部の実施形態において、フィルタ
リング利得は、レガシー受信器処理機能のためにＭＳＲＤを除外するかどうかを決定する
ために、アンテナ利得の不均衡および／または相関係数との組み合わせで使用される。
【００４８】
　より一般的には、複数の受信器処理機能の各々が、１つ以上の受信された信号を並列的
に処理する場合、処理機能のうちの１つ以上が、１つ以上の受信器処理機能のフィルタリ
ング利得に基づいて、選択または除外され得る。
【００４９】
　（等化後補償）
　一部の実施形態において、受信器処理機能のうちの２つ以上が、受信された信号につい
て実行され、別個のチャネル等化が、各チャネル受信器処理機能の出力に適応される。図
１の特定の実施例において、等化はＭＳＲＤ受信器およびレガシー受信器に適用されるか
、あるいは等化はＤＡＲＰ－Ｉ受信器またはレガシー受信器に適用されるが、ＤＡＲＰ－
ＩおよびＭＳＲＤは、一緒には実装されていない。より一般的には、等化が実行される受
信器の特定の組み合わせは、実装に固有のものである。なんらかの尺度にしたがって、最
良の等化出力が選択される。
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【００５０】
　一部の実施形態において、受信器処理機能のうちの２つ以上が実行され、それぞれの等
化出力が生成される。その結果、最良の受信器処理機能が選択される。この場合、少なく
とも使用されている尺度の観点からは、常に最良の結果が達成される。
【００５１】
　一部の実施形態において、等化器の軟判定出力の品質が、比較される尺度として使用さ
れる。最高の品質の軟判定を有する等化器の出力は、受信器の出力として選択される。軟
判定の品質の指標のうちの１つは、低信頼軟判定カウント（ＵＳＤＣ；Ｕｎｒｅｌｉａｂ
ｌｅ　Ｓｏｆｔ　ｄｅｃｉｓｉｏｎｓ　Ｃｏｕｎｔ）であり、これは、同一出願人の同時
継続出願である、米国特許出願第１１／５６４，９５３号（２００６年１１月３０日出願
）に記載されており、この米国特許出願は、その全体が参照によって本明細書中に援用さ
れる。より一般的には、等化器出力の品質を決定するための任意の方法が、用いられ得る
。しかしながら、ＵＳＤＣは、計算面で魅力的であり得、その他の方法（例えば、トレー
ニング系列ベースのＢＥＲ評価およびＳＮＲ評価）よりも一貫性があり得る。一部の実施
形態において、このアプローチは、２つ以上の受信器処理機能を実行するための追加的な
計算面の負荷が許容可能であるかどうかの関数として、イネーブルまたはディセーブルに
され得る。
【００５２】
　一部の実施形態において、上述の方法のうちの１つを使用することによって、受信器処
理機能のうちの１つ以上が排除される。残りの受信器処理機能の等化器出力が、比較され
る。１つの特定の実施例において、ＭＳＲＤ受信器は、利得不均衡解析または相関解析を
実行した後に、排除され得る。この場合、レガシー受信器処理機能およびＤＡＲＰ受信器
処理機能によって生成された、等化された信号の品質が比較され得、より良い品質の結果
が選択され得る。
【００５３】
　別の特定の実施例において、ＭＳＲＤがディセーブルにされていないと仮定すると、レ
ガシー処理は、ＭＳＲＤと並列に実行され、最良の出力が、等化の品質に基づいて選択さ
れる。
【００５４】
　別の特定の実施例において、受信器処理機能のうちの１つ以上が、上述の処理利得解析
を用いることによって、排除され得る。１つの特定の実施例において、ＤＡＲＰ受信器ま
たはＭＳＲＤ受信器の出力が、処理利得解析を実行した後に排除され得る。排除された受
信器処理機能によって生成される、等化された信号の品質を調べる必要はない。
【００５５】
　一般的に、送信器は、どの受信器処理機能が受信器に実装されているのかを気にする必
要がないということに留意されたい。しかしながら、受信器処理機能の選択が、ネットワ
ーク動作に対して影響しないというわけではない。典型的に、受信器は、ネットワークに
情報をフィードバックすることにより、送信パラメータ（例えば特に、送信電力、チャネ
ルコーディング、および変調フォーマット）の選択を可能にする。そのようなフィードバ
ック情報の例は、ダウンリンクチャネル品質である。本明細書中に記載されている方法は
、向上された効率的なダウンリンクチャネル品質をもたらす。この向上された効率的なダ
ウンリンクチャネル品質は、ネットワークにフィードバックされたときに、低減された電
力、および／またはより効率的なチャネルコーディング、および変調フォーマットを用い
て、ネットワークが伝送することを可能にし、これらの全ては、ネットワーク容量に対し
て良い影響を与え得る。
【００５６】
　ここで上述の実施形態の全てを組み込んだ特定の回路が、図１に関連して記載される。
２つのアンテナ３００、３０２は、ブランチ電力および相関検出器３０４に機能的に相互
接続されるように示されている。アンテナ３００、３０２はまた、スイッチ３０６を介し
て結合器３１０と機能的に相互接続される。スイッチ３０６は、制御信号ｓ１－１を搬送
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している制御経路３０７によって示されている、ブランチ電力および相関検出器３００に
よって生成された結果の関数として、開閉されるように制御される。結合器３１０によっ
て実行される結合は、制御経路３１１によって示されている、ブランチ電力および相関検
出器３０４によって生成された結果の関数として、制御される。
【００５７】
　結合器３１０の出力は、レガシー受信器処理機能（Ｒｘｐ）３１２およびＤＡＲＰ－Ｉ
　Ｒｘｐ３１４の両方に接続される。レガシーＲｘｐ３１２の出力は、スイッチ３１６を
介して、等化器３２０に接続される。ＤＡＲＰ－Ｉ受信器３１４の出力は、スイッチ３１
８を介して、等化器３２２に接続される。スイッチ３１６および３１８は、それらの開閉
状態を有しており、これらの開閉状態は、制御信号ｓ２－１Ｌおよびｓ２－１Ｄを搬送し
ている制御経路３１５によって示されているＤＡＲＰ－Ｉ　Ｒｘｐ３１４の結果として生
じる処理利得の関数として、制御される。
【００５８】
　等化器３２０、３２２は、マルチプレクサ（ＭＵＸ）３２４に接続されるそれぞれの出
力を有している。等化器３２０とマルチプレクサ３２４との間で制御信号ｓ３－１Ｌを搬
送している制御経路３２１、および等化器３２２とマルチプレクサ３２４との間で制御信
号ｓ３－１Ｄを搬送している制御経路３２３もまた、示されている。マルチプレクサ３２
４の出力は、入力としてマルチプレクサ３４４に接続される。マルチプレクサ３２４は、
等化器３２０、３２２のうちの選択された１つの出力をマルチプレクサ３４４にパスする
ように動作する。
【００５９】
　アンテナ３００、３０２はまた、スイッチ３０８を介して、ＭＳＲＤ　Ｒｘｐ３２６に
、そしてそれぞれのレガシーＲｘｐ３２８、３３０に機能的に接続される。スイッチ３０
８は、制御信号ｓ１－２を搬送している制御経路３０９によって示されている、ブランチ
電力および相関検出器３０４によって生成された結果の関数として、制御される。ＭＳＲ
Ｄ　Ｒｘｐ３２６は、スイッチ３３４を介して等化器３３８に接続される出力を有してい
る。２つのレガシーＲｘｐ３２８、３３０は、結合器３３２の入力に接続される、それぞ
れの出力を有している。結合器は、スイッチ３３６を介して別の等化器３４０に接続され
る出力を生成する。スイッチ３３４および３３６は、それらの開閉状態を有しており、こ
れらの開閉状態は、制御信号ｓ２－２Ｍおよびｓ２－２Ｌを搬送している制御経路３３５
によって示されている、ＭＳＲＤ　Ｒｘｐ３２６の処理利得の関数として、制御される。
【００６０】
　等化器３３８、３４０は、マルチプレクサ（ＭＵＸ）３４２に接続されるそれぞれの出
力を有している。等化器３３８とＭＵＸ３４２との間で制御信号ｓ３－２Ｍを搬送してい
る制御経路３３９、および等化器３４０とマルチプレクサ３４２との間で制御信号ｓ３－
２Ｌを搬送している制御経路３４１もまた、示されている。マルチプレクサ３４２の出力
は、入力としてマルチプレクサ３４４に接続される。マルチプレクサ３４２は、等化器３
３８、３４０のうちの選択された１つの出力をマルチプレクサ３４４にパスするように動
作する。
【００６１】
　マルチプレクサ３４４は、マルチプレクサ３２４、３４４のうちの１つの出力を主出力
３４５にパスするように動作する。ブランチ電力および相関検出器３０４から制御信号ｓ
１－３を搬送している制御経路３４６は、どのマルチプレクサの出力がパスされるかを制
御するために使用される。特に、スイッチ３０６が閉であり、スイッチ３０８が開である
場合では、マルチプレクサ３２４の出力が、マルチプレクサ３４４によって選択される。
スイッチ３０６が開であり、スイッチ３０８が閉である場合では、マルチプレクサ３４２
の出力が、マルチプレクサ３４４によって選択される。
【００６２】
　図２を参照すると、レガシーＲｘｐの実施例が示されており、このレガシーＲｘｐは、
ディローテーション（ｄｅｒｏｔａｔｉｏｎ）４００を含んでおり、その後には、チャネ
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ル評価４０２の関数として実行する整合フィルタ４０４が続いている。より一般的には、
レガシー受信器処理機能は、少なくとも１つの整合フィルタおよびチャネル評価を含み得
るが、図示されている通りに接続されている必要はない。
【００６３】
　ＤＡＲＰ－Ｉ処理の実施例が、図３に示されている。特定の実装は、同一出願人の同時
継続出願である、米国特許出願第１１／４２０，２５４号（２００６年５月２５日出願）
に記載されており、この米国特許出願は、その全体が参照によって本明細書中に援用され
る。これは、ディローテーション４１０を含んでおり、その後には、ジョイントフィルタ
およびチャネル評価４１６の関数としての、空間・時間２Ｄフィルタ４１２が続いており
、その後には、マルチチャネル整合フィルタ４１４が続いている。より一般的には、ＤＡ
ＲＰ－Ｉ受信器処理機能がその特定の実施例である、ＳＡＩＣ処理機能が使用され得る。
【００６４】
　図２および図３の特定の実施例に対し、ディローテーション機能４００、４１０は、レ
ガシー受信器処理機能およびＤＡＲＰ－Ｉ受信器処理機能の両方を含むシステムに一度に
実装され得るということは、明らかである。
【００６５】
　ＭＳＲＤ　Ｒｘｐの実施例は、図４に示されている。これは、ディローテーション４２
０を含んでおり、その後には、ジョイントフィルタおよびチャネル評価４２６の関数とし
ての、空間・時間２Ｄフィルタ４２２が続いており、その後には、マルチチャネル整合フ
ィルタ４２４が続いている。図３における単線ライン（４１０の出力）に対し、図４にお
ける平行線ライン（４２０の出力）は、単一のアンテナからの単一の信号経路とは対照的
に、複数のアンテナからの複数の信号経路を示している。より一般的には、これらのコン
ポーネントは、示されている通りに接続されている必要はない。
【００６６】
　動作中、２つのアンテナ３００、３０２からのデジタル化されたベースバンド信号は、
それぞれｘ１（ｎ）およびｘ２（ｎ）である。２つのブランチの電力、および２つのブラ
ンチの間の相関は、ブランチ電力および相関検出器３０４において、以下のように計算さ
れる：
【００６７】
【数１】

ここで、Ｐ１およびＰ２はブランチの電力の評価であり、Ｒ１２はブランチの間の相関の
評価である。Ｎはバーストにおいて利用可能なサンプルの数である。
【００６８】
　Ｐ１／Ｐ２＜Ｔｐの場合（Ｐ１＝Ｐ２と仮定すると、Ｔｐは所定の閾値であるとする）
、スイッチ３０６はオンにされ（ｓ１－１＝１）、スイッチ３０８はオフにされる（ｓ１
－２＝０）。これは、２つのアンテナが非常に不均衡であって、ＭＳＲＤ処理が必要でな
いと考えられる場合に当てはまる。この場合、結合器３１０は、さらなる処理のためによ
り強い信号をピックアップする。
【００６９】
　Ｒ１２＞Ｔｒの場合（ここで、Ｔｒは所定の閾値であるとする）、２つのアンテナ経路
は、非常に相関しており、ＭＳＲＤ処理は利得を一切もたらさない。スイッチの位置は、
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上述の電力の比較の場合のそれと同じである。この場合、２つのブランチがコヒーレント
で、最初の位相の差が補正されていると仮定し、結合器３１０は、２つのブランチの単純
な和をとる。信号対ノイズ比（ＳＮＲ）は、結合後、３ｄＢ改善され得る。
【００７０】
　８ＰＳＫ変調された信号の場合、レガシー受信器の処理のみが、実行され得る。スイッ
チ３１６はオンにされ（ｓ２－１Ｌ＝１）、スイッチ３１８はオフにされる（ｓ２－１Ｄ
＝０）。レガシーＲｘｐの出力は、等化器３２０に供給され、この等化器３２０は、次の
ブロックの処理（ＦＥＣデコーディング等）のための軟判定を生成する（図示されず）。
【００７１】
　ＧＭＳＫ変調された信号の場合、レガシーＲｘｐ３１２およびＤＡＲＰ－Ｉ　Ｒｘｐ３
１４の両方が、動作可能であり得る。ＤＡＲＰ－Ｉの処理利得（ＤＡＲＰ－Ｉ　Ｒｘｐの
入力ＳＮＲに対する出力ＳＮＲの利得）が、所定の閾値を下回る場合、ＤＡＲＰ－Ｉ　Ｒ
ｘｐ３１４の出力は、スイッチ３１８をオフにする（ｓ２－１Ｄ＝０）ことによって無効
化され、レガシーＲｘｐの出力が、等化器を通って、最終的な出力へと届き得る。そうで
はない場合、スイッチ３１６およびスイッチ３１８の両方がオンにされ得（ｓ２－１Ｌ＝
０、ｓ２－１Ｄ＝１）、それぞれのＲｘｐ出力は、等化器３２０、３２２によって等化さ
れ得る。等化器３２０、３２２からの出力のうちの１つのみが、等化器によって生成され
た軟判定の品質を比較することによって、選択され得る。高い品質を有する方（例えば、
上述のＵＳＤＣの低い方を有する方）が、最終的な出力３４５として選択される。図中に
示されている制御信号ｓ３－１Ｌおよびｓ３－１Ｄは、等化器３２０、３２２によって生
成された出力の品質をそれぞれ表している。
【００７２】
　同様の選択論理が、ＭＳＲＤ受信器処理に提供される。これは、スイッチ３０８が閉で
あり、スイッチ３０６が開である場合に起こる。２つの別個のレガシーＲｘｐ３２８、３
３０は、２つのアンテナ３００、３０２からの信号をそれぞれ処理する。２つのレガシー
Ｒｘｐ３２８、３３０の出力は、結合器３３２において結合される。ＭＳＲＤ　Ｒｘｐ３
２６からのＳＮＲ利得が所定の閾値を下回る場合、レガシーＲｘｐに対するスイッチ３３
６はオンにされ（ｓ２－２Ｌ＝１）、ＭＳＲＤ　Ｒｘｐ３２６に対するスイッチ３３４は
オフにされ（ｓ２－２Ｍ＝０）、結合器３３２の出力のみが等化器３４０に供給される。
そうではない場合、両方のスイッチ３３４、３３６はオンにされ、ＭＳＲＤ　Ｒｘｐ３２
６の出力は等化器３３８に供給され、結合器３３２の出力は等化器３４０に供給される。
等化器３３８、３４０によって生成された軟判定の品質は評価され、良好な品質を有する
方のみが、マルチプレクサ３４２を通過させられる最終的な選択となる。ここでもまた、
ＵＳＤＣが評価において使用され得、この場合、図１に示されている制御信号ｓ３－２Ｍ
およびｓ３－２Ｌは、２つの等化器３３８、３４０の軟判定のためのＵＳＤＣ値を表して
いる。
【００７３】
　上述の記載において、受信器Ｒｘｐを選択するための多くの基準が存在する。これは、
いくつかの出力（これら全ては、並列的または直列的に動作している、それぞれの受信器
機能によって生成される）のうちの１つを選択することを意味し得る。この例は、等化の
尺度に基づいて選択を実行し、１つの出力を選択することである。それぞれの尺度は、実
行されている少なくとも２つの受信器処理機能に対して生成される。これはまた、いくつ
かの受信器処理機能のうちの１つ以上を選択し、１つ以上の出力を生成すること、および
残っている受信器処理機能がディセーブルにされる／動作しないことを意味し得る。この
例は、ＭＳＲＤ処理機能を、相関または利得の不均衡に基づいてディセーブルにすること
である。その受信器処理機能に対して、選択された期間の間に、一切の出力が生成されな
くなる。いずれにせよ、特定の受信器処理機能の最終的な選択は、その受信器処理機能の
出力が、選択されていないがその他の受信器処理機能が並列的に動作しているかどうかに
関わらず、さらなる処理のために保持されるということを意味する。
【００７４】
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　選択の全体のプロセスは、複数のステップを含み得、そのうちの一部は、特定の受信器
処理機能を除外することを含み得る。除外された受信器処理機能は、最終的な出力を生成
する候補から排除される。一部の実施形態において、排除のプロセスが存在する。この排
除のプロセスによって、特定の技術が、１つ以上の受信器処理機能を除外するために使用
され、そして１つ以上のその他の技術が、任意の残っている受信器処理機能から選択をす
るために使用される。例えば、ブランチ電力および相関検出器が、ＭＳＲＤ処理機能を除
外するために使用され、その他のアプローチが、レガシーおよびＤＡＲＰ－Ｉからの選択
のために使用される。
【００７５】
　除外の別の実施例において、ＤＡＲＰ－Ｉ受信器処理機能またはＭＳＲＤ受信器処理機
能における処理利得は、その経路を効率的に選択するために使用され得る。この場合、図
１の特定の実施例に対し、排除のプロセスによって選択された、残っている経路は、１つ
しか存在しないことがあり得る。
【００７６】
　受信器処理機能の特定の実施例が、上で記載されてきた。より一般的には、本明細書中
に記載されている技術は、任意の受信器処理機能に対して適用され得る。各受信器処理機
能は、等化のための信号を生成するように動作可能である。図２、図３、図４の特定の実
施例は、チャネル評価（従来のもの、またはジョイントフィルタおよびチャネル評価）お
よび整合フィルタリング（従来のもの、またはマルチチャネルのもの）を含み、図３およ
び図４の実施例は、空間・時間２Ｄフィルタリングを含む。
【００７７】
　受信器処理機能は、特定の所望のタイプの信号を処理するためのものとして記載されて
きたが、ノイズ成分および／または干渉成分もまた、通常存在することに留意されたい。
所望のＰＳＫ信号またはＧＭＳＫ信号内の干渉成分は、その他のＰＳＫ成分および／また
はＧＭＳＫ成分を含み得る。これらの記載された受信器処理機能は、以下のものを含む：
　８ＰＳＫ成分および／またはＧＭＳＫ成分を含む２つ以上のアンテナ信号を処理するこ
とが可能な、ＭＳＲＤ受信器処理機能；より一般的には、８ＰＳＫ成分および／またはＧ
ＭＳＫ成分から構成される２つ以上のアンテナ信号を処理することが可能な１つ以上の受
信器処理機能が、提供され得る；さらに一般的には、少なくとも２つの信号を処理するこ
とが可能な１つ以上の受信器処理機能が提供される；
　１つのＰＳＫ信号または１つのＧＭＳＫ信号を処理することが可能な、レガシー受信器
処理機能；より一般的には、１つのＰＳＫ信号または１つのＧＭＳＫ信号を処理すること
が可能な１つ以上の受信器処理機能が、提供され得る；さらに一般的には、単一の信号を
処理することが可能な１つ以上の受信器処理機能が提供される；単一の信号は、単一のア
ンテナからの信号、または例えば選択または追加によって、複数のアンテナ信号を組み合
わせることにより、生成された信号であり得る；
　１つのＧＭＳＫ信号を処理することが可能なＤＡＲＰ－Ｉ受信器処理機能；より一般的
には、１つのＧＭＳＫ信号を処理することが可能な、１つ以上の受信器処理機能が、提供
され得る；単一の信号は、単一のアンテナからの信号、または例えば選択または追加によ
って、複数のアンテナ信号を組み合わせることにより、生成された信号であり得る；
　レガシー受信器処理機能（これらは各々、８ＰＳＫ信号またはＧＭＳＫ信号をそれぞれ
処理する）の組み合わせ、およびレガシー受信器処理機能の出力を組み合わせるための結
合器。これらは集合として、複数の８ＰＳＫ信号またはＧＭＳＫ信号を処理することが可
能である。
【００７８】
　記載された方法は、これらの特定の受信器処理機能から選択する特定の方法の文脈で示
されてきた。より一般的には、含まれている特定の受信器処理機能は、実装に固有のもの
であることに留意されたい。これは、上記で参照された特定の受信器処理機能のうちの、
０個、１個以上、または全てを含み得る。さらに、記載された技術は、開示された特定の
順列ではない、異なる順列の記載された受信器処理機能に、適用され得る。
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【００７９】
　示された実施例において、受信器処理機能は、ハードウェアとして実装される。しかし
ながら、より一般的には、受信器処理機能は、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウ
ェア、またはそれらの任意の適切な組み合わせとして実装され得る。さらに、本明細書中
に記載されたコンポーネントは、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、または
それらの任意の組み合わせとして実装され得ることに留意されたい。
【００８０】
　示された実施例において、選択はステップバイステップに実行され、様々な出力が様々
なスイッチを制御し、集中的な制御はなされない。別の実施形態において、ハードウェア
またはソフトウェアに実装された制御機能が提供され得、この制御機能は、判定変数（ア
ンテナ利得、相関、処理利得、等化品質）の一部または全てを取り、受信器処理機能の判
定に参加したり、または受信器処理機能を判定したりする。
【００８１】
　（モバイルデバイス）
　本明細書中に開示されている受信器回路は、モバイルデバイスに実装され得る。図５を
参照すると、例示的なモバイルデバイス１００のブロック図が示されている。モバイルデ
バイス１００は、本明細書中で上記に開示された受信器回路に固有のコンポーネントと一
緒には、示されていない：しかしながら、モバイルデバイス１００には、受信器回路が実
装され得るということに留意されたい。モバイルデバイス１００は、例示のみを目的とし
て、非常に特定な詳細と共に示されていることにも留意されたい。
【００８２】
　処理デバイス（マイクロプロセッサ１２８）は、キーボード１１４とディスプレイ１２
６との間に接続されたものとして、概略的に示されている。マイクロプロセッサ１２８は
、ユーザによるキーボード１１４上のキーの作動に応答して、ディスプレイ１２６の動作
、ならびにモバイルデバイス１００の全体的な動作を制御する。
【００８３】
　モバイルデバイス１００は、ハウジングを有しており、このハウジングは、縦長なもの
であったり、あるいはその他のサイズおよび形状（クラムシェルハウジング構造を含む）
を取ったりし得る。キーボード１１４は、モード選択キー、またはテキスト入力とテレフ
ォニーエントリとの間を切り替えるための、その他のハードウェアまたはソフトウェアを
含み得る。
【００８４】
　マイクロプロセッサ１２８に加えて、モバイルデバイス１００のその他の部分が概略的
に示されている。これらは、通信サブシステム１７０、短距離通信サブシステム１０２、
キーボード１１４、ディスプレイ１２６、ならびにその他の入力／出力デバイス（一連の
ＬＥＤ１０４、一連の補助Ｉ／Ｏデバイス１０６、シリアルポート１０８、スピーカ１１
１、およびマイク１１２を含む）、ならびにフラッシュメモリ１１６およびランダムアク
セスメモリ（ＲＡＭ）１１８を含むメモリデバイス、ならびにその他の様々なデバイスサ
ブシステム１２０を含む。モバイルデバイス１００は、モバイルデバイス１００の作動要
素に電力供給するためのバッテリー１２１を有し得る。一部の実施形態において、モバイ
ルデバイス１００は、音声通信能力およびデータ通信能力を有している、双方向無線周波
数（ＲＦ）通信デバイスである。加えて、一部の実施形態において、モバイルデバイス１
００は、インターネットを介してその他のコンピュータシステムと通信するための能力を
有する。
【００８５】
　一部の実施形態において、マイクロプロセッサ１２８によって実行されるオペレーティ
ングシステムソフトウェアは、例えばフラッシュメモリ１１６のような永続性の格納装置
に格納されるが、例えばリードオンリメモリ（ＲＯＭ）のような、その他のタイプのメモ
リデバイス、または同様の格納要素にも格納され得る。加えて、システムソフトウェア、
特定のデバイスアプリケーション、またはそれらの一部分は、例えばＲＡＭ１１８のよう



(18) JP 4959595 B2 2012.6.27

10

20

30

40

50

な揮発性メモリに、一時的にロードされ得る。モバイルデバイス１００によって受信され
た通信信号もまた、ＲＡＭ１１８に格納され得る。
【００８６】
　マイクロプロセッサ１２８は、そのオペレーティングシステム機能に加えて、モバイル
デバイス１００上のソフトウェアアプリケーションの実行が可能である。例えば音声通信
モジュール１３０Ａおよびデータ通信モジュール１３０Ｂのような基本的なデバイスの動
作を制御する、一連の所定のソフトウェアアプリケーションは、製造の間にモバイルデバ
イス１００にインストールされ得る。加えて、個人情報管理（ＰＩＭ）アプリケーション
モジュール１３０Ｃもまた、製造の間にモバイルデバイス１００にインストールされ得る
。一部の実施形態において、ＰＩＭアプリケーションは、例えばｅメール、カレンダーイ
ベント、ボイスメール、予約、およびタスクアイテムのような、データアイテムを編集ま
たは管理することが可能である。一部の実施形態において、ＰＩＭアプリケーションはま
た、無線ネットワーク１１０を介して、データアイテムを送受信することが可能である。
一部の実施形態において、ＰＩＭアプリケーションによって管理されるデータアイテムは
、無線ネットワーク１１０を介して、デバイスユーザの対応するデータアイテム（ホスト
コンピュータシステムに格納されているか、またはホストコンピュータシステムに関連付
けられている）と、シームレスに統合、同期化、および更新される。同様に、別のソフト
ウェアモジュール１３０Ｎとして示されている追加的なソフトウェアモジュールが、製造
の間にインストールされ得る。フラッシュメモリ１１６のモジュール１３０Ａ、１３０Ｂ
、１３０Ｃ、１３０Ｎのうちの１つ以上は、本明細書中の上述の受信器処理機能の特徴を
実装するように構成され得る。
【００８７】
　データ通信および音声通信を含む通信機能は、通信サブシステム１７０を介して、そし
てもしかすると短距離通信サブシステム１２０を介して、実行される。通信サブシステム
１７０は、受信器１５０、送信器１５２、および１つ以上のアンテナ（受信アンテナ１５
４および送信アンテナ１５６として示されている）を含む。加えて、通信サブシステム１
７０はまた、処理モジュール、例えば、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）１５８、局所
発振器（ＬＯ）１６０をも含んでいる。送信器１５２および受信器１５０を有している通
信サブシステム１７０は、本明細書中の上述の受信器回路のためのコンポーネントを含む
ように実装され得る。通信サブシステム１７０の特定の設計および実装は、モバイルデバ
イス１００が動作することが意図されている通信ネットワークに依存する。例えば、モバ
イルデバイス１００の通信サブシステム１７０は、Ｍｏｂｉｔｅｘ（ＴＭ）、ＤａｔａＴ
ＡＣ（ＴＭ）、または汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）のモバイルデータ通信ネッ
トワークで動作するように設計され得、さらには様々な音声通信ネットワークのうちの任
意のもの、例えば、先進移動電話サービス（ＡＭＰＳ；Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｐｈｏｎｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）、時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）、符号分割多重アク
セス（ＣＤＭＡ）、パーソナル通信サービス（ＰＣＳ；Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｍｕｎ
ｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）、およびグローバルシステムフォーモバイルコミュ
ニケーション（ＧＳＭ）等でも動作し得る。その他のタイプのデータネットワークおよび
音声ネットワーク（分離型および統合型の両方）もまた、モバイルデバイス１００で利用
され得る。
【００８８】
　ネットワークアクセスは、通信システムのタイプに依存して変動し得る。例えば、Ｍｏ
ｂｉｔｅｘ（ＴＭ）ネットワークおよびＤａｔａＴＡＣ（ＴＭ）ネットワークにおいて、
モバイルデバイスは、各デバイスに関連付けられた一意的な個人識別番号（ＰＩＮ）を用
いることにより、ネットワーク上に登録される。しかしながら、ＧＰＲＳネットワークに
おいては、ネットワークアクセスは、典型的には、デバイスの加入者またはユーザに関連
付けられる。したがって、典型的にＧＰＲＳデバイスは、ＧＰＲＳネットワーク上で動作
するために、一般的に加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カードと称される、加入者識別モ
ジュールを有している。
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【００８９】
　ネットワーク登録または作動手順が完了すると、モバイルデバイス１００は、通信ネッ
トワーク１１０を介して、通信信号を送受信し得る。通信ネットワーク１１０を介して受
信アンテナ１５４によって受信された信号は、受信器１５０にルーティングされ、これは
、信号増幅、周波数ダウン変換、フィルタリング、チャネル選択等を提供し、さらにはア
ナログデジタル変換をも提供し得る。受信された信号のアナログデジタル変換は、ＤＳＰ
１５８が、例えば復調および復号化のような、より複雑な通信機能を実行することを可能
にする。同様に、ネットワーク１１０に送信される信号は、ＤＳＰ１５８によって処理（
例えば、変調および符号化）され、その後、デジタルアナログ変換、周波数アップ変換、
フィルタリング、増幅、および送信アンテナ１５６を介した通信ネットワーク１１０（ま
たは複数のネットワーク）への送信のために、送信器１５２に提供される。
【００９０】
　通信信号を処理することに加え、ＤＳＰ１５８は、受信器１５０および送信器１５２の
制御を提供する。例えば、受信器１５０および送信器１５２において通信信号に印加され
る利得は、ＤＳＰ１５８に実装された自動利得制御アルゴリズムを介して、適応制御され
得る。
【００９１】
　データ通信モードにおいて、受信された信号、例えばテキストメッセージまたはウェブ
ページダウンロードは、通信サブシステム１７０によって処理され、マイクロプロセッサ
１２８に入力される。そして受信された信号は、ディスプレイ１２６に対する出力のため
に、または代替的には、その他のなんらかの補助Ｉ／Ｏデバイス１０６に対する出力のた
めに、マイクロプロセッサ１２８によってさらに処理される。デバイスユーザはまた、キ
ーボード１１４、および／またはその他のなんらかの補助Ｉ／Ｏデバイス１０６（例えば
、タッチパッド、ロッカースイッチ、トラックボール）、またはその他のなんらかのタイ
プの入力デバイスを用いることにより、データアイテム（例えば、ｅメールメッセージ）
を編集し得る。そして編集されたデータは、通信サブシステム１７０を経由して、通信ネ
ットワーク１１０を介して送信され得る。
【００９２】
　音声通信モードにおいて、デバイスの全体の動作は、受信された信号がスピーカ１１１
に出力され、送信のための信号がマイク１１２によって生成されることを除き、実質的に
データ通信モードに類似したものである。代替的な音声またはオーディオＩ／Ｏサブシス
テム（例えば、音声メッセージ録音サブシステム）もまた、モバイルデバイス１００上に
実装され得る。加えて、ディスプレイ１２６もまた、例えば、発呼側の識別、音声コール
の継続時間、またはその他の音声コール関連の情報を表示するために、音声通信モードに
おいて利用され得る。
【００９３】
　短距離通信サブシステム１０２は、モバイルデバイス１００と、その他の近くのサブシ
ステムまたはデバイス（これらは、必ずしも同様のデバイスである必要はない）との間の
通信を可能にする。例えば、短距離通信サブシステムは、同様にイネーブルにされたシス
テムおよびデバイスとの通信を提供するために、赤外線デバイスならびに関連する回路お
よびコンポーネント、あるいはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（ＴＭ）通信モジュールを含み得る。
【００９４】
　上述の教示を踏まえると、本発明の数多くの改変およびバリエーションが可能である。
したがって、本発明は、特に本明細書中に記載されていなくても、請求項の範囲内で、実
施され得るということが、理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００９５】
【図１】図１は、例示的な受信器のブロック図である。
【図２】図２は、レガシー受信器処理機能のブロック図である。
【図３】図３は、ＤＡＲＰ－Ｉ受信器処理機能のブロック図である。
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【図４】図４は、ＭＳＲＤ受信器処理機能のブロック図である。
【図５】図５は、例示的なモバイルデバイスのブロック図である。
【符号の説明】
【００９６】
３００、３０２　アンテナ
３０４　ブランチ電力および相関検出器
３０６、３０８、３１６、３１８、３３４、３３６　スイッチ
３０７、３０９、３１５、３２１、３２３、３３５、３３９、３４１、３４６　制御経路
３１０、３３２　結合器
３１２、３２８、３３０　レガシーＲｘｐ
３１４　ＤＡＲＰ－Ｉ　Ｒｘｐ
３２０、３２２、３３８、３４０　等化器
３２４、３４２、３４４　マルチプレクサ
３２６　ＭＳＲＤ　Ｒｘｐ
３４５　主出力

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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